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■問合せ　国保年金課　☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６・１１７■問合せ　国保年金課　☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６・１１７■問合せ　国保年金課　☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６・１１７

▼小児または妊産婦の方については、マル福の所得制限を超えていても、村独自の医療費助成制度
（マル美）で助成を受けることができます。

医療福祉費支給制度は、茨城県と県内各市町村が共同で運営している医療費助成制度（所得制限有
り）です。助成を受けるには医療福祉費受給者証の交付申請が必要です。

令和６年４月診療分より、該当となる障がいをお持ちの方を対象とした重度心身障害者マル福の範
囲を拡充します。
【新たに対象となる方】
・身体障害者手帳４級の交付を受けている方で、療育手帳Ｂ（知能指数５０以下）の交付を受けて
いる方

・身体障害者手帳３級又は４級の交付を受けている方で、精神障害者保健福祉手帳２級の交付を
受けている方

・療育手帳Ｂ（知能指数５０以下）の交付を受けている方で、精神障害者保健福祉手帳２級の交付
を受けている方

茨城県内の医療機関を受診茨城県内の医療機関を受診
医療機関にて健康保険証と受給者証を
一緒に提示してください。支払い額が
制度で設定されているマル福自己負担
金になります。

支給申請が必要な場合支給申請が必要な場合
・茨城県外の医療機関を受診した場合
・受給者証を提示せずに茨城県内の医療機関
を受診した場合

・平成３１年３月以前に医療機関を受診した分
・平成３１年４月から令和３年６月の間に医療
機関を受診した分であり、一つの医療機関
を同月中に受診した回数が２回までで、支
払った金額がすべて６００円未満の場合

※医療機関を受診した月の翌月以降に、１か
月分の領収書をまとめて国保年金課にて支
給申請してください。

・茨城県外の医療機関を受診した場合
・受給者証を提示せずに茨城県内の医療機関
を受診した場合

・平成３１年３月以前に医療機関を受診した分
・平成３１年４月から令和３年６月の間に医療
機関を受診した分であり、一つの医療機関
を同月中に受診した回数が２回までで、支
払った金額がすべて６００円未満の場合

※医療機関を受診した月の翌月以降に、１か
月分の領収書をまとめて国保年金課にて支
給申請してください。

茨城県外の医療機関を受診茨城県外の医療機関を受診
受給者証は使用できません。
健康保険証を提示して保険診療を受け、
領収証をもらってください。その後、
国保年金課窓口に支給申請をしてくだ
さい。

医療費の助成制度（マル福）を活用しましょう医療費の助成制度（マル福）を活用しましょう医療費の助成制度（マル福）を活用しましょう
マル福の対象者

重度心身障害者マル福の対象者を拡充します

医療費助成の受け方

小　児小　児

ひとり親家庭ひとり親家庭

重度心身障害者重度心身障害者

妊産婦妊産婦

０歳～高校生相当のお子様※

※１８歳到達後の最初の３月３１日までの年齢の方（４月１日生まれの方は直
前の３月３１日まで）。年齢が条件であり、就学・就職・婚姻の有無につい
ては問いません。

身体障害者手帳１級・２級の交付を受けている方、障害年金１級の受給権
者等一定の障がいをお持ちの方など。詳しくは役場国保年金課までお問合
せください。

母子手帳の交付を受けている方

母子・父子家庭および両親のいない子、配偶者が重度心身障がい者である方
とその子

「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

～以上２件、国民生活センター「見守り新鮮情報」、「子ども・若者サポート情報」より引用・抜粋～

【ひとこと助言】
・点検を口実に訪問し、消費者の不安をあおるなどして新たに製品を購入させる手口です。安易に点
検に応じないようにしましょう。

・購入する場合は、複数社から見積もりを取ることが大切です。

数日前、いきなり業者が訪問し「ガス給湯器の点検に回っている」と言われたので話
を聞いてしまった。業者は道路から給湯器を見た様子で「すぐに交換しなければ危
ない」と言ってきた。最近交換したばかりなので不審に思ったが、もし不具合があ
りお風呂にも入れなくなったら大変だと思い、承諾してしまった。費用は約５０万円
だという。高額だし不審なのでこの契約をやめたい。　　　　　　　　（７０歳代）

【ひとことアドバイス】
・遠隔操作アプリとは、自分のスマートフォンやパソコンに遠隔地の第三者が接続して、両者が画面
を共有しながら遠隔操作を行うアプリのことです。パソコンメーカーや通信事業者が、ユーザーサ
ポートを行う場面等で利用されます。

・簡単に稼げるようなうまい話はありません。「簡単に稼げる」「もうかる」ことを強調する広告をうの
みにしたり、借金してまで契約したりしないようにしましょう。

バイトを探しており「スマートフォンからスタンプを送信するだけで日給５万円」と
記載のあるサイトから登録した。後日、担当者から電話で「予想収益１００万円」とす
る約７０万円の副業のサポートプランを勧められた。「先行投資」と言われ、貸金業者
３社から３０万ずつ借金する方法を提示された。遠隔操作アプリをインストールさせ
られ、私のスマートフォンの画面が共有された状態となり、インターネット上で各
社に借金を申し込んだ。家族に反対されたため、借金の申し込みを撤回したい。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当事者：学生）

暮らしサポート

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◆村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◆消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◆県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９
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